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立
春
と
は
申
し
ま
し
て
も
寒
さ
な
お
厳
し

く
、
春
の
到
来
を
待
ち
遠
し
く
思
う
日
が
続

い
て
お
り
ま
す
。

　
皆
様
方
に
は
、
ひ
と
り
親
家
庭
並
び
に
寡

婦
福
祉
の
向
上
の
た
め
に
御
尽
力
い
た
だ
い

て
お
り
ま
す
こ
と
に
、
心
か
ら
感
謝
を
申
し

上
げ
ま
す
。

　
昨
年
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
が

世
界
中
で
拡
大
し
、
私
た
ち
は
ウ
イ
ル
ス
と

の
共
存
と
い
う
新
た
な
課
題
に
向
き
合
う
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。
学
校
や
保
育
所
な
ど
の

休
業
を
始
め
、
生
活
や
就
労
な
ど
の
環
境
が

様
変
わ
り
す
る
中
で
、
ひ
と
り
親
家
庭
と
寡

婦
家
庭
の
生
活
を
支
援
さ
れ
て
い
る
皆
様
方

の
ひ
と
か
た
な
ら
ぬ
御
労
苦
に
対
し
、
改
め

て
深
く
敬
意
を
表
す
る
次
第
で
す
。

  

コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
、
社
会
的
弱
者
の
存
在

が
顕
在
化
し
、
と
り
わ
け
非
正
規
雇
用
の
女

性
た
ち
の
生
活
苦
が
深
刻
化
し
て
い
ま
す
。

母
子
家
庭
は
パ
ー
ト
や
派
遣
社
員
な
ど
の
非

正
規
雇
用
で
働
く
母
親
が
多
く
、
コ
ロ
ナ
禍

の
影
響
に
よ
る
就
労
へ
の
不
安
を
抱
え
な
が

ら
も
子
ど
も
の
成
長
を
励
み
に
、
日
々
過
ご

さ
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
ひ
と
り
親
家
庭
の
負
担
や
不

安
を
軽
減
す
る
た
め
、
昨
年
か
ら
臨
時
特
別

給
付
金
を
支
給
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
が
、

本
県
で
は
従
来
か
ら
、
ひ
と
り
親
家
庭
の
生

活
の
安
定
と
、
子
ど
も
の
健
や
か
な
成
長
の

た
め
に
、
「
経
済
的
支
援
」
「
就
労
支
援
」

「
相
談
支
援
」
を
柱
と
し
た
施
策
を
総
合
的

に
推
進
し
て
お
り
ま
す
。

　
今
後
も
、
ひ
と
り
親
家
庭
及
び
寡
婦
の
皆

様
方
の
福
祉
の
向
上
の
た
め
、
ま
た
、
子
ど

も
達
の
未
来
と
笑
顔
の
た
め
に
、
各
種
支
援

を
積
極
的
に
推
進
し
て
参
り
ま
す
の
で
、
引

き
続
き
皆
様
方
の
御
理
解
、
御
協
力
を
賜
り

ま
す
よ
う
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
梅
花
の
便
り
も
待
ち
遠
し
い
今
日
こ
の

頃
、
会
員
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
健

や
か
に
お
過
ご
し
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上

げ
ま
す
。

　
平
素
よ
り
県
を
は
じ
め
関
係
機
関
の
皆
様

に
は
、
ひ
と
り
親
家
庭
や
寡
婦
の
福
祉
の
増

進
に
、
様
々
な
御
支
援
・
御
指
導
を
賜
り
厚

く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
私
事
で
す
が
、
昨
年
五
月
に
理
事
長
と
い

う
重
責
を
受
け
継
が
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。
皆
様
の
御
協
力
を
い
た
だ
き

関
係
機
関
と
連
携
を
図
り
な
が
ら
、
母
子
寡

婦
福
祉
の
更
な
る
増
進
の
た
め
に
誠
心
誠
意

努
め
て
参
り
た
い
と
存
じ
ま
す
の
で
ど
う
ぞ

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
さ
て
、
昨
年
か
ら
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
」
が
猛
威
を
振
い
、
ひ
と
り
親
家

庭
の
就
労
や
生
活
は
以
前
に
も
増
し
て
非
常

に
厳
し
い
状
況
と
な
っ
て
お
り
、
な
お
一
層

の
支
援
が
求
め
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

 

当
会
と
し
て
も
、
ひ
と
り
親
家
庭
の
お
母

さ
ん
な
ど
へ
の
就
業
支
援
や
子
ど
も
た
ち
へ

の
学
習
支
援
、
ロ
ー
ソ
ン
が
実
施
し
て
い
る

給
付
型
奨
学
金
制
度
の
活
用
な
ど
様
々
な
事

業
を
充
実
さ
せ
、
生
活
面
だ
け
で
な
く
精
神

面
で
も
支
え
ら
れ
る
よ
う
取
り
組
ん
で
参
り

た
い
と
存
じ
ま
す
。

　
今
年
度
は
、
コ
ロ
ナ
禍
で
事
業
の
多
く
を

中
止
せ
ざ
る
を
得
な
い
年
と
な
っ
て
し
ま

い
、
残
念
な
一
年
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た

が
、
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
」
が

一
日
も
早
く
終
息
し
、
今
ま
で
の
生
活
が

戻
っ
て
く
る
よ
う
願
う
と
と
も
に
、
会
員
の

皆
様
に
は
、
一
人
ひ
と
り
が
自
身
の
健
康
に

く
れ
ぐ
れ
も
ご
留
意
い
た
だ
き
た
い
と
存
じ

ま
す
。

　
ひ
と
り
親
家
庭
の
親
や
寡
婦
の
皆
様
方
が

元
気
に
な
る
よ
う
、
ま
た
、
子
ど
も
た
ち
の

明
る
い
未
来
の
た
め
に
、
会
の
運
営
を
し
っ

か
り
と
進
め
て
参
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
の
で
、
今
後
と
も
皆
様
方
の
御
理
解
と
御

協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
よ
ろ
し
く
お
願
い
申

し
上
げ
、
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
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子
ど
も
た
ち
の
未
来
に
夢
と
希
望
を
！



  

立
春
と
は
い
え
ま
だ
ま
だ
寒
い
日
が
続
い

て
お
り
ま
す
が
、
会
員
の
皆
様
に
は
お
元
気

で
お
過
ご
し
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま

す
。

 

平
素
よ
り
県
を
は
じ
め
関
係
機
関
の
皆
様

に
は
、
ひ
と
り
親
家
庭
や
寡
婦
の
福
祉
の
増

進
に
、
様
々
な
御
支
援
・
御
指
導
を
賜
り
厚

く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

 

ま
た
、
会
員
の
皆
様
に
は
日
頃
よ
り
当
連

盟
の
活
動
に
御
協
力
を
い
た
だ
き
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。

 

さ
て
、
昨
年
来
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
」
の
感
染
拡
大
が
続
い
て
い
て
、
国

や
県
等
の
新
た
な
支
援
策
は
あ
る
も
の
の
、

ひ
と
り
親
家
庭
を
取
り
巻
く
環
境
は
、
以
前

に
も
増
し
て
大
変
厳
し
い
状
況
と
な
っ
て
い

ま
す
。
な
お
一
層
の
支
援
が
必
要
で
あ
る
と

考
え
て
い
ま
す
。

 

母
子
会
で
は
、
ひ
と
り
親
家
庭
の
お
母
さ

ん
や
子
ど
も
た
ち
を
生
活
面
と
と
も
に
精
神

面
で
も
支
え
ら
れ
る
よ
う
各
種
事
業
を
計
画

し
て
い
ま
し
た
が
、
コ
ロ
ナ
禍
で
軒
並
み
中

止
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
会
員
の
皆
様

が
楽
し
み
に
し
て
い
た
事
業
が
中
止
と
な
っ

て
し
ま
い
、
大
変
残
念
で
な
り
ま
せ
ん
。

「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
」
が
一
日

も
早
く
終
息
す
る
こ
と
を
願
う
ば
か
り
で
す
。

　

こ
う
い
っ
た
状
況
の
中
で
は
あ
り
ま
し
た

が
、
ひ
と
り
親
家
庭
学
習
支
援
事
業
に
つ
き

ま
し
て
は
、
藤
岡
教
室
、
前
橋
教
室
、
玉
村

教
室
及
び
高
崎
教
室
と
四
つ
の
学
習
支
援
教

室
を
開
催
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
学
習

教
室
で
楽
し
く
喜
ん
で
学
ん
で
い
る
子
ど
も

達
を
見
て
い
る
と
、
本
当
に
う
れ
し
く
思
い

ま
す
。
さ
ら
に
多
く
の
子
ど
も
た
ち
が
利
用

で
き
る
こ
と
を
望
ん
で
お
り
ま
す
。

 

当
連
盟
と
い
た
し
ま
し
て
も
、
母
子
会
と

連
携
し
な
が
ら
多
く
の
ひ
と
り
親
家
庭
の
親

や
子
、
ま
た
、
寡
婦
の
方
々
の
応
援
を
し
て

参
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
の
で
、
今
後

と
も
関
係
の
皆
様
方
の
御
支
援
、
御
協
力
を

賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
と
と

も
に
、
会
員
の
皆
様
の
さ
ら
な
る
御
活
躍
と

御
健
勝
を
祈
念
し
、
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

令和３年２月１日（２）第 88 号 母 と 子

◆
期
日
　
令
和
二
年
八
月
二
十
三
日
（
日
）

◆
場
所
　
前
橋
市
中
央
通
り
商
店
街

◆
参
加
者
　
十
三
人        

◆
内
容　

ひ
と
り
親
家
庭
親
子
交
流
・
体
験

事
業
を
実
施
し
ま
し
た
。
こ
の
事
業
は
、
今

年
度
か
ら
新
た
に
始
め
た
も
の
で
、
年
間
二

回
の
事
業
を
計
画
し
ま
し
た
。
第
一
回
目
は

「
写
真
ビ
ン
ゴ
in　
前
橋
商
店
街
」
で
す
。
ビ

ン
ゴ
用
紙
に
前
橋
商
店
街
の
風
景
や
人
物
の

写
真
が
印
刷
さ
れ
て
い
て
、
親
子
で
そ
の
風

景
な
ど
を
探
し
写
真
を
撮
っ
て
ビ
ン
ゴ
を
完

成
さ
せ
る
と
い
う
も
の
で
す
。
ビ
ン
ゴ
の
数

に
応
じ
て
景
品
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
。
さ
ら
に
前

橋
市
中
央
通
り
商
店
街
の
皆
様
の
ご
協
力
に

よ
り
、
素
敵
な
プ
レ
ゼ
ン
ト
も
い
た
だ
き
ま

し
た
。
夏
休
み
の
最
後
に
、
親
子
で
と
て
も

楽
し
い
思
い
出
を
つ
く
り
ま
し
た
。

◆
期
日
　
令
和
二
年
六
月
六
日
（
土
）
〜
　

　
　
　
　
令
和
三
年
二
月
二
十
日
（
土
）

◆
場
所
　
藤
岡
市
総
合
学
習
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
群
馬
県
ぐ
ん
ま
男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
玉
村
町
西
児
童
館

　
　
　
　
高
崎
市
中
央
公
民
館
・
北
公
民
館

◆
参
加
者
　
四
教
室
合
わ
せ
児
童
三
十
人

◆
内
容　

毎
週
土
曜
日
県
内
の
四
教
室
（
藤

岡
教
室
、
前
橋
教
室
、
玉
村
教
室
、
高
崎
教

室
）
で
ひ
と
り
親
家
庭
の
児
童
（
小
学
生
）

を
対
象
に
、
無
料
で
学
習
支
援
を
行
っ
て
い

ま
す
。
高
崎
教
室
は
、
昨
年
度
開
講
し
た
教

室
で
、
会
場
を
昨
年
度
の
榛
名
地
区
か
ら
今

年
度
は
高
崎
市
街
地
に
移
し
て
実
施
し
て
い

ま
す
。
四
教
室
と
も
に
、
科
目
は
国
語
、
算

数
、
理
科
、
社
会
、
英
語
（
小
学
五
・
六

年
）。
学
校
と
家
庭
以
外
の
居
場
所
づ
く
り

や
保
護
者
の
情
報
交
換
や
交
流
を
目
的
に
実

施
し
て
い
ま
す
。
十
二
月
に
は
、
保
護
者
交

流
会
や
ク
リ
ス
マ
ス
会
な
ど
も
実
施
し
ま
し

た
。
子
ど
も
た
ち
は
明
る
く
元
気
に
学
習
に

　
　
　
　

取
り
組
み
ま
し
た
。

ひ
と
り
親
家
庭
無
料
学
習
支
援
事
業

ひ
と
り
親
家
庭
無
料
学
習
支
援
事
業

１　
母
子
寡
婦
福
祉
推
進
に
関
す
る
事
業

ひ
と
り
親
家
庭　
　
　
　
　

　
　
親
子
交
流
・
体
験
事
業

（
第
一
回
目
）

ひ
と
り
親
家
庭　
　
　
　
　

　
　
親
子
交
流
・
体
験
事
業

Ⅰ　
令
和
二
年
度 

実
施
し
た
事
業

　
　
　
　
　
　
　 

母
と
子
で
目
指
そ
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

明
る
い
未
来
を
！

　
　
　
群
馬
県
母
子
保
護
連
盟

　
委 

員 

長
　
　
信
澤 

美
智
子



令和３年２月１日（３）第 88 号 母 と 子

　
県
母
連
や
県
母
子
会
の
活
動
を
会
員
や
関

係
機
関
等
に
周
知
す
る
た
め
に
、
本
紙
「
母

と
子
」
を
発
行
す
る
と
と
も
に
、
母
子
会
母

子
部
会
員
に
各
種
支
援
制
度
や
事
業
活
動
を

周
知
す
る
情
報
誌
「
ス
マ
イ
ル
･
ス
マ
イ

リ
ー
」
を
二
回
発
行
し
ま
し
た
。

機
関
紙
の
発
行

機
関
紙
の
発
行

◆
期
日
　
令
和
二
年
十
一
月
十
七
日
（
火
）

　
　
　
　
午
前
十
時
〜
十
二
時

◆
場
所
　
群
馬
県
社
会
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー

◆
参
加
者
　
十
九
人        

◆
内
容　

「
精
神
疾
患
っ
て
ど
ん
な
も
の
？

ど
う
接
す
れ
ば
い
い
の
？
」
を
テ
ー
マ
に
、

群
馬
県
こ
こ
ろ
の
健
康
セ
ン
タ
ー
の
精
神
科

医
師
を
講

師
と
し
て

お
招
き
し
、

心
の
病
な

ど
様
々
な

問
題
を
抱

え
支
援
を

必
要
と
す

る
相
談
者

に
対
す
る

基
礎
研
修

を
実
施
し

ま
し
た
。

◆
期
日
　
令
和
二
年
六
月
二
十
七
日
（
土
）

　
　
　
　
令
和
二
年
九
月
十
二
日
（
土
）

　
　
　
　
令
和
二
年
十
一
月
七
日
（
土
）

　
　
　
　
令
和
三
年
二
月
二
十
日
（
土
）

◆
場
所
　
群
馬
県
社
会
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー

◆
参
加
者
　
十
五
人        

◆
内
容
　
弁
護
士
に
よ
る
養
育
費
等
の
無
料

相
談
会
を
四
回
実
施
し
ま
し
た
。
養
育
費
の

み
な
ら
ず
、
面
会
交
流
、
親
権
、
慰
謝
料
、

借
金
な
ど
の
相
談
に
も
的
確
な
ア
ド
バ
イ
ス

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

母
子
父
子
自
立
支
援
員
研
修
会

母
子
父
子
自
立
支
援
員
研
修
会

　

令
和
二
年
十
月
四
日
（
日
）
か
ら
十
一
月

二
十
二
日
（
日
）
ま
で
の
日
曜
日
計
八
回
、

中
央
総
合
学
院
Ｔ
Ａ
Ｃ
群
馬
校
に
お
い
て
無

料
初
級
パ

ソ
コ
ン
講

習
会
を
開

催
し
ま
し

た
。
今
年

度
は
十
八

人
の
参
加

が
あ
り
、

ワ
ー
ド
、

エ
ク
セ
ル

の
初
級
技

能
を
習
得

し
ま
し
た
。     

就
業
支
援
パ
ソ
コ
ン
講
習
会

就
業
支
援
パ
ソ
コ
ン
講
習
会

代
表
者
会
議
の
開
催

代
表
者
会
議
の
開
催

２　
母
子
部
「
ス
マ
イ
ル
・
ス
マ
イ
ル
」
に

　
　
関
す
る
事
業

母
子
家
庭
等
　
　
　
　
　
　

就
業
・
自
立
支
援
セ
ン
タ
ー

母
子
家
庭
等
　
　
　
　
　
　

就
業
・
自
立
支
援
セ
ン
タ
ー

◆
期
日
　
令
和
二
年
五
月
十
七
日
（
日
）

　
　
　
　
令
和
二
年
十
一
月
十
五
日
（
日
）

◆
内
容
　
五
月
の
会
議
で
は
、
役
員
改
選
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
十
一
月
の
会
議
で

は
、
今
年
度
事
業
の
実
施
状
況
及
び
来
年
度

事
業
計
画
案
等
に
つ
い
て
意
見
交
換
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

３　
母
子
家
庭
等
就
業
支
援
対
策
に
関
す
る

　
　
事
業

　

ひ
と
り
親
家
庭
の
母（
父
）の
就
業
を
支
援

す
る
た
め
、
群
馬
県
、
前
橋
市
及
び
高
崎
市

か
ら
の
委
託
を
受
け
「
群
馬
県
母
子
家
庭
等

就
業
・
自
立
支
援
セ
ン
タ
ー
」
を
運
営
し
て

い
ま
す
。

一
　
無
料
職
業
紹
介
所
の
運
営

　
　

母
子
家
庭
等
の
母
（
父
）
の
就
業
支
援

の
た
め
、
無
料
職
業
紹
介
所
を
運
営
し

て
い
ま
す
。

二
　
自
立
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
策
定

　
　

関
係
機
関
等
と
連
携
し
、
自
立
支
援
プ

ロ
グ
ラ
ム
を
策
定
し
就
業
を
促
進
し
て

い
ま
す
。

三
　
就
業
相
談
・
就
業
支
援

　
　

就
業
支
援
の
た
め
の
パ
ソ
コ
ン
講
習
会
、

母
子
・
父
子
自
立
支
援
員
研
修
会
、
弁

護
士
に
よ
る
養
育
費
相
談
会
等
を
実
施

し
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
児
童
扶
養
手
当
受
給
者
が
市
町
村

に
現
況
届
を
提
出
す
る
際
に
、当
セ
ン
タ
ー
相

談
員
が
出
向
い
て
出
張
相
談
会
を
開
催
し
て
い

ま
す
。令
和
二
年
度
は
、十
一
市
町
村
へ
十
三
回
、

延
べ
四
十
五
人
の
相
談
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
市
町
村
や
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
等
と
の

連
携
強
化
を
図
り
、
当
セ
ン
タ
ー
内
で
も
、

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
就
業
情
報
の
閲
覧
・
検
索
が

可
能
で
す
。

　

事
務
所
は
、
新
前
橋
駅
か
ら
徒
歩
五
分
の

「
群
馬
県
社
会
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー
」
五
階

で
す
。
電
話
や
来
所
で
の
、
皆
様
か
ら
の
相

談
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

■
利
用
時
間　

午
前
九
時
〜
午
後
五
時

（
土
・
日
・
祝
祭
日
・
年
末
年
始
は
お
休
み
）

弁
護
士
に
よ
る
養
育
費
無
料
相
談
会

弁
護
士
に
よ
る
養
育
費
無
料
相
談
会

　
株
式
会
社
ロ
ー
ソ
ン
が
平
成
二
十
九
年
度

に
創
設
し
た
給
付
型
奨
学
金
で
、
全
国
母
子

寡
婦
福
祉
団
体
協
議
会
が
窓
口
と
な
っ
て
い

ま
す
。
対
象
は
中
学
三
年
生
か
ら
高
校
三
年

生
ま
で
で
、
全
国
で
四
百
人
が
奨
学
生
に
選

考
さ
れ
ま
す
。
令
和
二
年
度
は
本
県
で
は
二

十
六
名
の
応
募
が
あ
り
、一
次
審
査
（
書
類
）、

二
次
審
査
（
作
文
）
を
経
て
、
六
名
の
方
が

奨
学
生
に
決
定
し
ま
し
た
。
決
定
に
な
っ
た

方
に
は
月
額
三
万
円
の
返
還
不
要
の
奨
学
金

が
給
付
さ
れ
ま
す
。
奨
学
生
に
な
っ
た
方
々

の
夢
の
実
現
に
向
け
て
の
ご
健
闘
を
祈
念
し

て
い
ま
す
。

ロ
ー
ソ
ン
給
付
型
奨
学
金

ロ
ー
ソ
ン
給
付
型
奨
学
金
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Ⅲ　
直
近
の
主
な
支
援
制
度
の
改
正

 

措
置
及
び
寡
婦
（
寡
夫
）
控
除
の
見
直
し

（
所
得
税
法
）

　

こ
れ
ま
で
離
婚
や
死
別
に
よ
る
ひ
と
り
親

に
は
「
寡
婦
（
寡
夫
）
控
除
」
が
適
用
さ
れ

て
い
ま
し
た
が
、
同
じ
ひ
と
り
親
で
あ
っ
て

も
未
婚
の
ひ
と
り
親
に
は
税
制
上
の
措
置
が

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
こ
の
改
正
に
よ
り
、

未
婚
の
ひ
と
り
親
に
お
い
て
も
、
一
定
の
条

件
を
満
た
せ
ば
控
除
が
受
け
ら
れ
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
寡
婦
（
寡
夫
）
控
除

の
見
直
し
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
改
正
は
、
令
和
二
年
分
以
後
の

所
得
税
に
つ
い
て
適
用
さ
れ
ま
す
。

【
見
直
し
内
容
】

◆
未
婚
の
ひ
と
り
親
に
寡
婦
（
夫
）
控
除
を

　
適
用

　

婚
姻
歴
や
性
別
に
か
か
わ
ら
ず
、
次
の
要

件
を
満
た
す
ひ
と
り
親
で
あ
る
場
合
に
は

「
ひ
と
り
親
控
除
」
と
し
て
、
そ
の
者
の
そ

の
年
分
の
総
所
得
金
額
等
か
ら
三
十
五
万
円

を
控
除
す
る
こ
と
と
さ
れ
ま
し
た
。

①
そ
の
者
と
生
計
を
一
に
す
る
子
を
有
す
る

こ
と
。

②
合
計
所
得
金
額
が
五
百
万
円
以
下
で
あ
る

こ
と
。

③
住
民
票
の
続
柄
に
「
夫
（
未
届
）
」「
妻

（
未
届
）」
の
記
載
が
あ
る
者
は
対
象
外

と
す
る
。

◆
寡
婦
（
夫
）
控
除
の
見
直
し

　

寡
婦
の
要
件
に
つ
い
て
、
次
の
見
直
し
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

①
寡
婦
に
つ
い
て
も
寡
夫
と
同
等
の
所
得
制

限
（
所
得
五
百
万
円
（
年
収
六
百
七
十
八

万
円
））
を
設
け
る
。

②
住
民
票
の
続
柄
に
「
夫
（
未
届
）
」「
妻

（
未
届
）」
の
記
載
が
あ
る
者
は
対
象
外

と
す
る
。

③
子
あ
り
の
寡
夫
の
控
除
額
を
子
あ
り
の
寡

婦
と
同
額
に
す
る
。（
所
得
税
：
二
十
七

万
円
↓
三
十
五
万
円
、
個
人
住
民
税
：
二

十
六
万
円
↓
三
十
万
円
）

※
詳
し
く
は
、
国
税
庁
「
源
泉
所
得
税
の
改

正
の
あ
ら
ま
し　

令
和
二
年
四
月
」
並
び

に
、「
ひ
と
り
親
控
除
及
び
寡
婦
控
除
に

関
す
る
Ｆ
Ａ
Ｑ（
源
泉
所
得
税
関
係
）」
を

参
照
し
て
く
だ
さ
い
。

２　
障
害
年
金
受
給
者
に
係
る
児
童
扶
養
手

当
支
給
の
見
直
し
（
児
童
扶
養
手
当
法
）

　

こ
れ
ま
で
の
ひ
と
り
親
の
障
害
年
金
受
給

者
は
、
障
害
年
金
額
が
児
童
扶
養
手
当
額
を

上
回
る
と
児
童
扶
養
手
当
を
受
給
で
き
ま
せ

ん
で
し
た
。
今
回
の
改
正
に
よ
り
、
児
童
扶

養
手
当
と
障
害
年
金
の
併
給
調
整
の
方
法
を

見
直
し
、
ひ
と
り
親
の
障
害
年
金
受
給
者
が

児
童
扶
養
手
当
を
受
給
で
き
る
こ
と
と
な
り

ま
し
た
。

【
見
直
し
内
容
】

　

障
害
年
金
の
受
給
者
に
つ
い
て
併
給
調
整

の
方
法
を
見
直
し
、
次
の
算
式
の
と
お
り
児

童
扶
養
手
当
額
と
障
害
年
金
の
子
の
加
算
部

分
の
額
と
の
差
額
を
受
給
す
る
こ
と
が
で
き

る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　

支
給
額
＝
児
童
扶
養
手
当（
月
額
）―
障
害

年
金
の
子
加
算
相
当
額
（
月
額
）

こ
の
法
律
は
、
令
和
三
年
三
月
一
日
か
ら
施

行
さ
れ
ま
す
。

※
詳
し
く
は
、
お
住
ま
い
の
市
区
町
村
へ
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

３　
養
育
費
未
払
い
に
係
る
見
直
し
（
民
事

執
行
法
）

　

養
育
費
は
子
ど
も
が
成
長
し
自
立
す
る
ま

で
に
か
か
る
費
用
の
こ
と
を
い
い
ま
す
。
離

婚
し
子
ど
も
と
同
居
し
て
い
な
い
親
に
も
こ

れ
ら
の
子
ど
も
に
か
か
る
費
用
を
支
払
う
こ

と
が
求
め
ら
れ
ま
す
が
、
そ
の
親
の
義
務
を

果
た
し
て
い
る
の
は
４
世
帯
に
１
世
帯
の
割

合
と
い
う
デ
ー
タ
が
あ
り
ま
す
。

　

今
ま
で
は
相
手
の
勤
務
先
や
銀
行
口
座
が

わ
か
ら
な
け
れ
ば
、
養
育
費
の
差
し
押
さ
え

も
出
来
ず
泣
き
寝
入
り
を
す
る
し
か
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
今
回
の
改
正
に
よ
り
、

「
第
三
者
か
ら
の
情
報
取
得
手
続
」
と
い
う

制
度
が
始
ま
り
ま
す
。
こ
の
制
度
は
裁
判
所

か
ら
市
町
村
や
年
金
事
務
所
に
照
会
を
し
て

相
手
の
現
在
の
勤
務
先
を
調
べ
る
こ
と
が
出

来
ま
す
。
そ
し
て
相
手
の
取
引
銀
行
が
わ
か

れ
ば
裁
判
所
か
ら
銀
行
の
本
店
に
情
報
照
会

を
し
て
、
相
手
の
銀
行
口
座
が
ど
の
支
店
に

あ
る
の
か
調
べ
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

た
だ
し
、「
第
三
者
か
ら
の
情
報
取
得
手

続
」
は
強
制
執
行
認
諾
文
言
付
き
公
正
証

書
・
調
停
証
書
が
あ
る
こ
と
が
条
件
で
す
。

　

相
手
が
養
育
費
を
滞
納
し
て
い
れ
ば
、
差

し
押
さ
え
手
続
き
を
と
り
、
未
払
い
親
の
銀

行
預
金
か
ら
養
育
費
を
回
収
す
る
こ
と
が
可

能
に
な
り
ま
す
。

　

こ
の
改
正
法
は
、
令
和
二
年
四
月
一
日
に

施
行
さ
れ
ま
し
た
。

※
詳
し
く
は
、
取
決
め
を
し
た
公
証
人
役
場

又
は
家
庭
裁
判
所
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

Ⅱ　
コ
ロ
ナ
禍
で
中
止
と
な
っ
た
事
業

１　
母
子
寡
婦
福
祉
推
進
に
関
す
る
事
業

〇
郡
市
町
村
母
子
福
祉
団
体
幹
部
・
事
務
担

当
者
研
修
会

〇
お
母
さ
ん
旅
行

〇
子
育
て
を
卒
業
し
た
お
母
さ
ん
の
劇
団
四

季
観
劇
と
ホ
テ
ル
ラ
ン
チ

〇
ひ
と
り
親
家
庭
体
験
研
修

〇
第
七
十
四
回
関
東
地
区
母
子
寡
婦
福
祉
研

修
大
会

〇
県
母
連
役
員
研
修

〇
第
七
十
回
母
子
家
庭
・
寡
婦
福
祉
県
民
大
会

〇
令
和
二
年
度
全
国
母
子
寡
婦
福
祉
研
修
大
会

〇
東
京
デ
ィ
ズ
ニ
ー
シ
ー
ツ
ア
ー

〇
ひ
と
り
親
家
庭
親
子
交
流
・
体
験
事
業

（
第
二
回
目
）

〇
親
子
ス
キ
ー
教
室

２　
母
子
部
「
ス
マ
イ
ル
・
ス
マ
イ
ル
」
に

　
関
す
る
事
業

〇
親
子
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会
・
総
会

〇
関
東
地
区
母
子
部
長
会
議

〇
全
国
母
子
部
長
研
修
会

　

以
上
の
事
業
は
、「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
」の
感
染
拡
大
に
よ
り
、
残
念
な
が
ら

中
止
と
な
り
ま
し
た
。
令
和
三
年
度
は「
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
」が
終
息
し
、
各

種
事
業
が
実
施
で
き
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

１　
未
婚
の
ひ
と
り
親
に
対
す
る
税
制
上
の
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Ⅵ　
要　
　
望

◆
令
和
二
年
九
月
、
県
女
性
団
体
連
絡
協
議

会
を
通
じ
県
及
び
県
教
育
委
員
会
に
対
し

次
の
六
項
目
を
要
望
し
ま
し
た
。

一　
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
」
の

感
染
拡
大
な
ど
社
会
の
変
化
に
影
響
を
受

け
な
い
よ
う
、
ひ
と
り
親
家
庭
等
の
安
定

し
た
生
活
基
盤
の
確
保
を
図
る
た
め
、
常

時
雇
用
し
て
い
る
労
働
者
数
の
一
定
割
合

（
法
定
雇
用
率
）
以
上
の
雇
用
を
義
務
づ

け
る
「
ひ
と
り
親
を
対
象
と
し
た
雇
用
率

制
度
」
を
創
設
す
る
な
ど
積
極
的
な
正
規

雇
用
施
策
を
講
じ
る
よ
う
要
望
し
ま
す
。

一　

児
童
扶
養
手
当
に
つ
い
て
、
ひ
と
り
親

と
子
ど
も
た
ち
が
将
来
に
希
望
を
持
て
る

よ
う
、
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
」
の
感
染
拡
大
な
ど
に
よ
る
社
会
の
変

化
や
ひ
と
り
親
家
庭
の
経
済
状
態
に
対
応

し
た
制
度
の
充
実
を
要
望
し
ま
す
。

一　

ひ
と
り
親
家
庭
の
生
活
の
安
定
を
確
保

す
る
た
め
、
養
育
費
の
支
払
い
履
行
確
保

に
向
け
た
法
整
備
を
要
望
し
ま
す
。

一　

子
ど
も
の
貧
困
対
策
を
推
進
す
る
た
め
、

貧
困
が
世
代
を
超
え
て
連
鎖
す
る
こ
と
の

な
い
よ
う
、
給
付
型
奨
学
金
制
度
の
拡
充

を
図
る
な
ど
の
施
策
を
積
極
的
に
推
進
し

て
い
た
だ
く
よ
う
要
望
し
ま
す
。

一  

母
子
及
び
父
子
並
び
に
寡
婦
福
祉
法
第

二
十
五
条
に
よ
り
「
国
又
は
地
方
公
共
団

体
の
設
置
し
た
事
務
所
そ
の
他
の
公
共
施

　

設
の
管
理
者
は
、
母
子
・
父
子
福
祉
団
体

か
ら
の
申
請
が
あ
っ
た
と
き
は
、
そ
の
公

共
施
設
内
に
お
い
て
、
物
品
販
売
施
設
の

設
置
を
許
す
よ
う
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。」
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
地
方
公

共
団
体
及
び
公
共
施
設
の
管
理
者
に
お
い

て
は
、
法
の
趣
旨
を
尊
重
し
自
動
販
売
機

や
売
店
の
設
置
を
積
極
的
に
認
め
て
い
た

だ
く
よ
う
要
望
し
ま
す
。

一  

平
成
二
十
四
年
に
制
定
さ
れ
た
「
母
子

家
庭
の
母
及
び
父
子
家
庭
の
父
の
就
業
の

支
援
に
関
す
る
特
別
措
置
法
」
（
恒
久

法
）
に
お
い
て
は
、
地
方
公
共
団
体
や
企

業
に
対
し
て
、
ひ
と
り
親
家
庭
の
就
業
の

促
進
や
母
子
・
父
子
福
祉
団
体
か
ら
の
物

品
購
入
や
自
動
販
売
機
設
置
促
進
等
の
規

定
が
盛
り
込
ま
れ
て
い
る
。
こ
の
法
律
の

一
層
の
周
知
に
つ
い
て
、
平
成
三
十
年
三

月
厚
生
労
働
省
局
長
か
ら
各
都
道
府
県
、

経
済
団
体
連
合
会
会
長
、
全
国
商
工
会
議

所
会
頭
、
全
国
商
工
会
連
合
会
会
長
等
に

通
達
が
出
さ
れ
て
い
る
が
、
県
に
お
い
て

も
引
き
続
き
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
作
成
や
各

種
会
議
等
を
通
じ
て
、
自
治
体
や
企
業
等

に
対
し
て
こ
の
法
律
の
周
知
に
努
め
、
母

子
寡
婦
福
祉
の
一
層
の
増
進
が
図
ら
れ
る

よ
う
要
望
し
ま
す
。　

◆
令
和
二
年
七
月
、
県
社
会
福
祉
協
議
会
に

対
し
、
自
販
機
設
置
要
望
を
行
い
ま
し
た
。

◆
令
和
二
年
十
月
、
自
民
党
政
調
会
に
対
し
、

自
販
機
設
置
要
望
を
行
い
ま
し
た
。

Ⅳ　
表　
　
彰

　

令
和
二
年
度
に
母
連
及
び
母
子
会
関
係
者

が
次
の
表
彰
を
受
章
（
賞
）
し
ま
し
た
。

　

な
お
、
敬
称
略
、
順
不
同
で
掲
載
し
ま
す
。

１　

叙
勲
（
令
和
二
年
春
）

　

・
受
章
者

　
　
　

星
野
英
子
（
元
県
母
子
会
理
事
長
）

　

・
受
章
年
月
日

　
　
　

令
和
二
年
四
月
二
十
九
日

　

・
勲
章　

旭
日
双
光
章

２　

群
馬
県
総
合
表
彰

　

・
受
賞
者

　
　
　

峯
木
純
子
（
現
県
母
子
会
理
事
長
）

　

・
受
賞
年
月
日

　
　
　

令
和
二
年
五
月
三
日

３　

群
馬
県
社
会
福
祉
協
議
会
会
長
表
彰

　

・
受
賞
者　

　

（
母　

連
）

　
　
　

割
田
は
つ
み

　
　
　

髙
橋
圭
子

　

（
母
子
会
）

　
　
　

松
井
千
明

　
　
　

木
暮
由
記
子

　
　
　

大
槻
正
子

　
　
　

宮
田
光
子

　
　
　

岩
澤
和
恵

　

・
受
賞
年
月
日

　
　
　

令
和
二
年
十
一
月
十
七
日

Ⅴ　
役
員
改
選
（
敬
称
略
、
順
不
同
）

１　

県
母
子
会
役
員
等

　

令
和
二
年
五
月
二
十
七
日
（
水
）
に
県
母

子
会
評
議
員
会
（
書
面
決
議
）
及
び
臨
時
理

事
会
が
開
催
さ
れ
、
次
の
と
お
り
役
員
改
選

等
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
任
期
は
令
和
二
年
五

月
二
十
七
日
か
ら
令
和
四
年
定
時
評
議
員
会

終
結
の
時
ま
で
で
す
。

　

理
事
長　
　

峯
木
純
子

　

副
理
事
長　

高
田
啓
子　
　

小
林
淳
美

　
　
　
　
　
　

小
林
活
代

　

常
務
理
事　

髙
橋
栄
樹

　

理
事　
　
　

中
村
百
合
子　

大
根
勝
江　

　
　
　
　
　
　

須
永
美
津
江　

大
槻
正
子

　
　
　
　
　
　

矢
内
友
香　
　

松
井
千
明

　

監
事　
　
　

木
暮
由
記
子　

宮
田
光
子

　

相
談
役　
　

松
浦
政
子

２　

県
母
子
会
母
子
部
役
員

　

令
和
二
年
五
月
十
七
日
（
日
）
に
母
子
部

代
表
者
会
議
が
開
催
さ
れ
、
次
の
と
お
り
役

員
改
選
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
任
期
は
令
和
二

年
五
月
十
七
日
か
ら
令
和
四
年
四
月
の
母
子

部
代
表
者
会
議
ま
で
で
す
。

　

部
長　
　
　

松
井
千
明                 

　

副
部
長　
　

関　

由
美　
　

中
澤
則
子

　
　
　
　
　
　

高
橋
幸
恵

　

書
記　
　
　

茂
木
典
子　
　

戸
室
善
枝

　

代
表
者　
　

若
林
由
佳
理　

松
本
恵
美

　
　
　
　
　
　

飯
島
弥
生　
　

中
島
理
恵

　
　
　
　
　
　

村
岡
大
恵　
　

高
山
さ
つ
き

　
　
　
　
　
　

小
谷
野
み
ゆ
き　

高
橋
智
子
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Ⅷ　
お
く
や
み

　

県
母
子
会
評
議
員
亀
井
加
代
様

に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
令
和
三
年

一
月
九
日
ご
逝
去
さ
れ
ま
し
た
。

　

昨
年
の
十
二
月
ま
で
は
元
気

に
ご
活
躍
さ
れ
て
い
た
そ
う
で
、

突
然
の
訃
報
に
大
変
驚
い
て
お

り
ま
す
。

　

生
前
の
ご
功
績
に
敬

意
を
表
し
ま
す
と
と
も

に
、
心
よ
り
ご
冥
福
を

お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

Ⅶ　
令
和
二
・
三
年
度
行
事
日
程（
予
定
）

三
月
十
六
日　

（
火
）
県
母
子
会
理
事
会

三
月
二
十
五
日
（
木
）
県
母
連
予
算
委
員
会

三
月
二
十
六
日
（
金
）
県
母
子
会
評
議
員
会

四
月
十
八
日　

（
日
）
親
子
ボ
ウ
リ
ン
グ
大

会
、
母
子
部
代
表
者

会
議
・
総
会

四
月
二
十
八
日
（
水
）
母
連
･
母
子
会
幹
部

　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
事
務
担
当
者
研
修

会

五
月
十
四
日　

（
金
）
県
母
連
決
算
委
員
会   

五
月
十
八
日　

（
火
）
県
母
子
会
理
事
会      

五
月
二
十
六
日
（
水
）
県
母
子
会
評
議
員
会    

五
月
三
十
日
（
日
）
〜
六
月
一
日
（
火
）

 

　
　
　
　
　
　
　
　

お
母
さ
ん
旅
行
（
山

形
あ
つ
み
温
泉
、
宮

城
秋
保
温
泉
他
）

六
月
上
旬
〜
七
月
中
旬

　
　
　
　
　
　
　
　
　
前
橋
・
玉
村
・
高
崎

ひ
と
り
親
家
庭
学
習

支
援
教
室
開
講
式

六
月
十
八
日　

（
金
）
第
一
回
県
民
大
会
準

備
委
員
会

六
月
中
旬
〜　
　
　
　

弁
護
士
の
養
育
費
無

料
相
談
（
年
三
回
）

六
月
下
旬　
　
　
　
　

関
東
地
区
母
子
部
長

会
議

七
月
二
日　
　

（
金
）
子
育
て
を
卒
業
し
た

母
さ
ん
の
劇
団
四
季

観
劇
と
ホ
テ
ル
ラ
ン

チ 

七
月
十
七
日　

（
土
）
ひ
と
り
親
家
庭
体
験

研
修
（
リ
ニ
ア
見
学

セ
ン
タ
ー
、
工
場
見

学
他
）

八
月
中
旬　
　
　
　
　

ひ
と
り
親
家
庭
親
子

交
流
・
体
験
事
業

八
月
〜
十
一
月　
　
　

市
町
村
出
張
就
業
相

談
会

九
月
二
十
六
日
（
日
）
第
七
十
四
回
関
東
地

区
母
子
寡
婦
福
祉
研

修
大
会
（
静
岡
県
静

岡
市
）

十
月
一
日　
　

（
金
）
県
母
子
会
理
事
会

十
月
一
日　
　

（
金
）
第
二
回
県
民
大
会
準

備
委
員
会

十
月
上
旬　
　
　
　
　

県
母
連
役
員
研
修

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
伊
豆
方
面
）

十
月
上
旬
〜
十
一
月
下
旬

　
　
　
　
　
　
　
　
　
パ
ソ
コ
ン
研
修
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
計
八
回
）

十
月
十
七
日　

（
日
）
第
七
十
回
群
馬
県
母

子
家
庭
・
寡
婦
福
祉

県
民
大
会

十
一
月
六
日
（
土
）
〜
七
日
（
日
）　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

令
和
三
年
度
全
国
母

子
寡
婦
福
祉
研
修
大

会（
宮
城
県
仙
台
市
）

十
一
月
中
旬　
　
　
　

母
子
・
父
子
自
立
支

援
員
研
修
会

十
一
月
十
四
日
（
日
）
県
母
子
会
母
子
部
代

表
者
会
議

十
二
月
三
日　

（
金
）
県
母
連
役
員
会

十
二
月
上
旬　
　
　
　

東
京
デ
ィ
ズ
ニ
ー
シ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ー
ツ
ア
ー
（
親
子
ふ

れ
あ
い
交
流
事
業
）

二
月
中
旬　
　
　
　
　

前
橋
・
玉
村
・
高
崎

ひ
と
り
親
家
庭
学
習

支
援
教
室
閉
講
式

二
月
中
旬　
　
　
　
　

親
子
ス
キ
ー
教
室

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
親
子
ふ
れ
あ
い
交

流
事
業
）

　

一
昨
年
の
五
月
に
事
務
局
長
に
就
任
し
、

あ
っ
と
い
う
間
に
二
年
が
経
と
う
と
し
て
い

ま
す
。
任
期
も
残
す
と
こ
ろ
あ
と
僅
か
と
な

り
ま
し
た
。
こ
の
間
、
至
ら
ぬ
点
が
多
々

あ
っ
た
か
と
思
い
ま
す
が
、
ご
容
赦
い
た
だ

き
た
い
と
存
じ
ま
す
。
改
め
て
母
連
・
母
子

会
の
役
員
や
会
員
の
皆
様
に
御
支
援
、
御
協

力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
こ
と
に
感
謝
と
御
礼

を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

こ
の
二
年
間
の
中
で
、
特
に
令
和
二
年
度

に
つ
き
ま
し
て
は
、「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
」
の
猛
威
に
よ
り
残
念
な
が
ら
多

く
の
事
業
が
実
施
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
会

員
の
皆
様
が
楽
し
み
に
し
て
い
た
「
お
母
さ

ん
旅
行
」
、「
子
育
て
を
卒
業
し
た
お
母
さ

ん
の
劇
団
四
季
観
劇
と
ホ
テ
ル
ラ
ン
チ
」
、

「
デ
ィ
ズ
ニ
ー
シ
ー
ツ
ア
ー
」
な
ど
軒
並
み

中
止
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
ま
た
、
母

連
・
母
子
会
の
一
大
イ
ベ
ン
ト
で
あ
る
「
県

民
大
会
」
も
中
止
で
し
た
。
「
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
」
が
一
日
も
早
く
終
息
し

て
欲
し
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

　

母
連
並
び
に
母
子
会
の
今
後
益
々
の
御
発

展
と
会
員
の
皆
様
の
御
健
勝
を
祈
念
申
し
上

げ
ま
す
。
二
年
間
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
Ｓ
・
Ｔ
）


